
師し
わ
す走　

第
６
８
２
号

沖
ノ
島
は
、
豊
饒
の
海

に
浮
か
ぶ
神
島
で
あ
る
。

こ
の
神
の
海
域
も
時
代
と
と
も
に
環
境
変
化

が
す
す
ん
で
き
た
▼
島
の
縄
文
遺
跡
か
ら
発

見
さ
れ
た
ア
シ
カ
の
骨
や
、
江
戸
時
代
の
青

柳
種
信
の「
瀛
津
島
防
人
日
記
」、明
治
時
代

の
沖
津
宮
社
務
日
誌
等
で
当
時
の
玄
界
灘
の

様
子
が
垣
間
見
え
る
▼
ア
シ
カ
は
明
治
十
六

年
の
日
誌
に「
海
獣
ア
シ
カ
に
鰤
網
を
破
ら
れ

た
」と
あ
る
。
島
根
県
竹
島
で
は
大
正
の
頃
ま

で
、ア
シ
カ
漁
が
行
わ
れ
て
お
り
、沖
ノ
島
周

辺
も
同
じ
様
な
環
境
に
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ

れ
る
▼
鯨
も
明
治
の
頃
ま
で
は
頻
繁
に
出
没

し
て
い
た
。
明
治
十
二
年
の
日
誌
に
は
、「
午

前
八
時
、小
屋
島
の
左
右
に
鯨
数
頭
相
見
え
、

潮
を
吹
き
其
の
咆
哮
は
雷
の
如
し
、又
岩
の

如
く
し
て
半
身
を
突
き
出
し
、鰯
を
捕
り
食

う
状
に
驚
く
」と
記
さ
れ
て
い
る
▼
古
代
、沖

ノ
島
の
海
岸
線
に
は
ア
シ
カ
が
群
れ
、沖
に
は

鯨
な
ど
の
巨
大
海
洋
生
物
が
出
没
す
る
豊
か

な
海
で
あ
っ
た
事
が
想
像
で
き
る
。
沖
ノ
島

の
港
内
は
昭
和
の
時
代
ま
で
カ
ジ
メ
な
ど
の

海
藻
が
生
茂
り
海
底
も
見
え
な
い
ほ
ど
で
あ
っ

た
。
今
は
磯
焼
け
に
よ
り
藻
場
は
減
少
し
て

い
る
▼
十
月
、
宗
像
で
天
皇
皇
后
両
陛
下
を

お
迎
え
し「
第
三
十
七
回
全
国
豊
か
な
海
づ

く
り
大
会
」が
開
催
さ
れ
た
。
豊
か
な
海
の

恵
み
に
感
謝
し
、守
り
育
て
次
の
世
代
に
繋
い

で
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。	

（
渡
）

寬
仁
親
王
妃
信
子
殿
下
御
参
拝

古
式
祭
・
厄
年
一
覧
表

神
宮
神
宝
よ
り
紐
解
く

神
宝
館
だ
よ
り
・
造
営
日
記

宗
像
大
社
歌
会
詠
草

御
造
営
奉
賛
者
御
芳
名

3・24５677

　
目
　
次
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寬仁親王妃信子殿下御参拝

十
一
月
十
七
日
、午
後
二
時
十
七
分
、三
笠
宮
家
・

寬
仁
親
王
妃
信
子
殿
下
が
秋
の
小
春
日
和
の
中
、当

社
を
御
参
拝
さ
れ
た
。

信
子
殿
下
は
御
料
車
に
て
神
門
前
に
御
着
さ
れ
、

葦
津
宮
司
の
先
導
に
よ
り
本
殿
へ
と
進
み
御
拝
礼
の

後
、儀
式
殿
に
て
谷
井
宗
像
市
長
、花
田
宗
像
市
議

会
議
長
、宮
司
と
御
懇
談
、幼
少
時
代
に
よ
く
訪
ね

ら
れ
て
い
た
福
津
市（
旧
・
津
屋
崎
町
）の
麻
生
家
の

別
荘
で
の
宗
像
の
思
い
出
話
し
を
懐
か
し
く
語
ら
れ

て
い
た
。
そ
の
後
、
宮
司
の
案
内
に
よ
り
西
日
本
菊

花
展
の
菊
を
御
鑑
賞
さ
れ
、
三
笠
宮
殿
下
の
昭
和

五
十
五
年
歌
会
始
の
沖
ノ
島
の
歌
碑
を
御
覧
。
神
宝

館
で
は
一
階
か
ら
三
階
ま
で
の
展
示
品
を
御
視
察
さ

れ
た
。

神
宝
館
で
は
沖
ノ
島
神
宝
を
子
細
に
御
覧
に
な
り
、

そ
の
精
巧
な
技
術
に
感
嘆
さ
れ
、伊
勢
神
宮
の
御
神

宝
と
類
似
す
る
も
の
が
あ
る
と
、神
宮
の
式
年
遷
宮

の
技
術
者
の
後
継
者
問
題
に
触
れ
ら
れ
、日
本
の
伝

統
技
術
の
継
承
の
重
要
性
に
も
言
及
さ
れ
て
い
た
。

細
部
に
わ
た
る
御
観
察
は
、金
銅
製
心
葉
形
杏
葉
に

描
か
れ
る
鳥
人
を
御
自
身
で
見
つ
け
ら
れ
る
な
ど
、

御
質
問
も
多
岐
に
及
び
、専
門
的
な
内
容
は
学
芸
員

が
補
足
説
明
し
、予
定
の
時
間
を
遙
か
に
超
え
る
こ

と
と
な
っ
た
。

十
五
時
三
十
分
御
料
車
に
て
御
発
の
際
は
、奉
送

者
を
は
じ
め
参
拝
者
一
人
一
人
に
丁
寧
に
会
釈
さ
れ
、

最
後
ま
で
御
料
車
よ
り
手
を
振
り
当
社
を
後
に
さ
れ

た
。そ

の
後
は
、グ
ロ
ー
バ
ル
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
中
の「
サ

ニ
ッ
ク
ス
C‌

U‌

P
国
際
新
体
操
団
体
選
手
権
」を
御

視
察
、ブ
ル
ガ
リ
ア
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
八
カ
国

か
ら
な
る
新
体
操
の
選
手
た
ち
に
よ
る
歓
迎
エ
キ
シ

ビ
シ
ョ
ン
演
技
を
御
鑑
賞
さ
れ
、選
手
た
ち
と
交
流

の
後
、宗
像
市
を
立
た
れ
た
。

　
　
〇
　
〇
　
〇

三
笠
宮
家
と
当
大
社
の
由
縁
は
深
く
、三
笠
宮
崇

仁
親
王
殿
下
に
は
、昭
和
四
十
四
年
、沖
津
宮
、中

津
宮
、辺
津
宮
。
昭
和
五
十
年
に
は
百
合
子
妃
殿
下

と
と
も
に
辺
津
宮
を
御
参
拝
さ
れ
て
い
る
。
寬
仁
親

王
殿
下
に
は
、昭
和
五
十
七
年
に
津
屋
崎
町
を
訪
問

さ
れ
た
際
、当
時
の
宮
司
が
当
社
に
関
す
る
御
説
明

を
申
し
上
げ
、彬
子
女
王
殿
下
に
は
、平
成
二
十
五

年
に
辺
津
宮
に
御
参
拝
戴
い
て
い
る
。

御
参
拝
　
御
日
程

14
時
17
分
　
神
門
前
御
着

14
時
20
分
　
御
参
拝（
御
手
水
→
修
祓
→
御
参
拝
）

14
時
25
分
　
御
休
憩（
儀
式
殿
）

14
時
45
分
　
三
笠
宮
殿
下
歌
碑
御
覧

14
時
50
分
　
神
宝
館
御
覧

15
時
25
分
　
神
宝
館
御
発

15
時
30
分
　
神
門
前
御
発

特
別
奉
送
迎
者

置
鮎
玄
二
郎

倉
元
　
亮
兒

松
井
　
善
徳

谷
井
　
博
美

花
田
　
鷹
人

寺
島
　
俊
基

河
辺
　
　
紘

安
永
　
洽
允
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十
二
月
の
十
五
日
直
近
の
日
曜
日
、午
前
六

時
よ
り
辺
津
宮
に
て
古
式
祭
が
斎
行
さ
れ
る
。

古
式
祭
と
は
、当
社
を
代
表
す
る
特
殊
神
事

で
、そ
の
年
に
収
穫
さ
れ
た
作
物
、ミ
カ
ン
の
原

種
で
あ
る「
九く

年ね
ん

母ぼ

」や
宗
像
市
江
口
の
浜
で
採

れ
た
海
藻
の「
ゲ
バ
サ
モ
」な
ど
の
特
殊
神
饌
を

神
前
に
お
供
え
し
、
祭
典
を
行
う
。
そ
の
後
、

神
様
と
同
じ
食
事
を
皆
で
頂
く「
御お

座ざ

」（
宮

座
）が
行
わ
れ
る
。

こ
の
神
事
は
室
町
時
代
、一
條
兼
良
が
編
纂

し
た『
公
事
根
源
』に
起
源
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
江
戸
時
代
に
は
旧
暦
十
一
月
十
五
日
に
行

わ
れ
、宗
像
祭
と
呼
ば
れ
て
い
た
古
来
の
例
祭

で
あ
っ
た
。
明
治
維
新
の
際「
民
例
祭
」と
な
る

も
、明
治
四
十
四
年
、祭
日
を
十
二
月
十
五
日

と
し
、名
称
も「
古
式
祭
」と
変
更
さ
れ
た
。
終

戦
前
後
、
食
料
統
制
の
為
に
中
断
す
る
が
、
昭

和
二
十
五
年
か
ら
氏
子
の
方
々
に
よ
り
御
座
が

復
活
。そ
の
折
に
田
島
村
内
を
四
班（
現
在
は
八

班
）に
分
け
祭
当
番
と
し
当
番
班
は
御
座
で
配

膳
や
調
理
の
奉
仕
の
担
当
と
な
る
。

古
式
祭
の
特
徴
は「
特
殊
神
饌
」と
神
人
和

楽
の
時
を
過
ご
す「
御
座
」に
あ
る
と
言
え
る
。

秋
の
新
嘗
祭
に
続
き
、八
百
年
間
続
く「
田
島

の
新
嘗
祭
」と
い
え
る
古
式
祭
は
地
元
氏
子
奉

仕
に
よ
る
き
わ
め
て
珍
し
い
神
事
と
い
え
る
。

【 

古
式
祭
　
ご
案
内 

】

◆
祭　
典（
本　
殿
）	

十
二
月
十
七
日（
日
）　
午
前
六
時

◆
御　
座（
清
明
殿
）	

受
付　
午
前
五
時
三
十
分

	

御
座　
午
前
六
時
三
十
分

　
　
　
　
　
　

 （
一
番
座
＝
五
十
名
ず
つ
、最
大
六
番
座
ま
で
）

◆
御  

座  

料	

一
人
…
１
、０
０
０
円

古式祭とは何か

生
ま
れ
年

厄
　  

年
齢（
数
え
）
生
ま
れ
年

厄
　 

年
齢（
数
え
）

昭
和
3
年

八
方
塞

91

昭
和
57
年

大
厄（
女
）

八
方
塞

37

昭
和
12
年

八
方
塞

82

昭
和
58
年

前
厄（
女
）
36

昭
和
21
年

八
方
塞

73

昭
和
60
年

後
厄（
女
）
34

昭
和
30
年

八
方
塞

64

昭
和
61
年

大
厄（
女
）
33

昭
和
32
年

後
厄（
男
）
62

昭
和
62
年

前
厄（
女
）
32

昭
和
33
年

大
厄（
男
） 

61

平
成
3
年

八
方
塞

28

昭
和
34
年
前
厄（
男
）
60

平
成
5
年

後
厄（
男
）
26

昭
和
39
年

八
方
塞

55

平
成
6
年

大
厄（
男
）  

25

昭
和
48
年

八
方
塞

46

平
成
7
年

前
厄（
男
）
24

昭
和
51
年

後
厄（
男
）
43

平
成
11
年

後
厄（
女
）
20

昭
和
52
年

大
厄（
男
） 

42

平
成
12
年

大
厄（
女
）

八
方
塞

19

昭
和
53
年

前
厄（
男
）
41

平
成
13
年

前
厄（
女
）
18

昭
和
56
年

後
厄（
女
）
38

平
成
21
年

八
方
塞

10

平
成
30
年  

厄
年
一
覧
表

厄
　
年

人
生
の
節
目
で
あ
る
と
と
も
に
、一
生
の
う
ち
で
災
難
、『
厄
』

に
あ
う
恐
れ
が
多
い
た
め
、慎
ま
ね
ば
な
ら
な
い
年
で
す
。
特
に

男
性
の
42
歳
、女
性
の
33
歳
は『
大
厄
』と
さ
れ
て
い
ま
す
。

八は
っ
ぽ
う
ふ
さ
が
り

方
塞

男
女
の
別
な
く
九
星(

星
回
り)

に
も
と
づ
い
て
災
難
に
遭
い
や

す
い
と
さ
れ
る
年
で
す
。

※
厄
年
の
お
祓
い
は
年
始
か
ら
節
分
ま
で
に
行
な
う
の
が
良
い
と	

　
さ
れ
て
い
ま
す
。
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神宮神宝より紐解く

装
束
神
宝
奉
献
の
経
緯 （
一
）

式
年
遷
宮
制
度
に
お
け
る
装
束
神
宝
の
品
目
の
撰

定
と
そ
れ
ら
を
奉
献
す
る
制
度
は
延
暦
の『
儀
式
帳
』

に
お
い
て
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
が
、そ
の
事
の
実

施
を
示
す
正
史
の
記
録
は
平
安
期
に
ま
で
下
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
嘉
祥
二
年（
八
四
九
）の『
続
日
本
後

紀
』巻
一
九
、九
月
七
日
の
条
に
は「
左
少
弁
従
五
位

上
文
屋
の
朝
臣
助
雄
ら
を
遣
わ
し
て
神
宝
を
伊
勢
太

神
宮
に
奉
ら
る
　
是
れ
二
十
年
に
一
度
奉
る
所
の
例

な
り
」と
あ
り
こ
の
条
文
は
、
同
年
の
九
月
十
六
日

斎
行
の
皇
大
神
宮
第
九
回
式
年
遷
宮
に
該
当
す
る
と

み
ら
れ
ま
す
が
、
遷
宮
に
お
い
て
は
二
十
年
に
一
度

神
宝
の
奉
献
が
行
わ
れ
て
い
て
、そ
の
事
が
既
に
こ

の
時
点
で
恒
例
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

ま
た
光
孝
天
皇
仁
和
二
年（
八
八
六
）の『
日
本
三
代

実
録
』九
月
五
日
の
条
に
は「
太
神
宮
神
宝
を
奉
ら

る
る
使
　
左
大
史
正
六
位
上
　
善
世
宿
禰
有
与
　

史
生
二
人
　
官
掌
一
人
進
発
　
凡
そ
伊
勢
太
神
宮

神
宝
　
二
十
年
に
一
度
作
り
改
む
」と
あ
り
、こ
の

記
録
か
ら
こ
の
頃
に
は
二
十
年
に
一
度
、
装
束
神
宝

が
作
り
改
め
ら
れ
て
い
て
、つ
ま
り
二
十
年
に
一
度

新
た
な
装
束
神
宝
が
調
進
さ
れ
て
お
り
、さ
ら
に
そ

れ
ら
が
二
十
年
毎
に
更
新
さ
れ
て
い
た
事
を
読
み
取

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
こ
れ
ら
の
二
つ
の
記
録
で
の

「
二
十
年
に
一
度
作
り
改
め
、装
束
神
宝
の
調
製
を
更

新
し
伊
勢
太
神
宮
に
奉
献
」さ
れ
た
品
目
は
、こ
の

時
か
ら
約
半
世
紀
遡
る
延
暦
二
十
三
年（
八
〇
四
）の

『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』『
止
由
気
宮
儀
式
帳
』に
記
載

の
あ
る
品
目
で
あ
る
と
見
ら
れ
、こ
れ
ら
の
こ
と
か

ら
式
年
遷
宮
制
度
に
お
け
る
装
束
神
宝
の
奉
献
品
目

は
、こ
の
両
儀
式
帳
編
纂
当
時
の
九
世
紀
の
初
頭
に

は
あ
る
程
度
の
基
準
と
な
る
概
形
が
出
来
上
が
っ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。      

両
儀
式
帳
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
品
目
は
弘
仁

十
一
年（
八
二
〇
）弘
仁
式
の
施
行
細
則
と
貞
観
十
三

年（
八
七
一
）貞
観
式
で
の
弘
仁
式
訂
正
増
補
を
経

て
、延
長
五
年（
九
二
七
）の『
延
喜
伊
勢
太
神
宮
式
』

に
集
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
奉
献

さ
れ
る
各
品
目
に
つ
い
て
の
詳
細
な
事
項
が
確
定
さ

れ
、装
束
神
宝
の
調
製
に
関
す
る
寸
法
、技
法
技
術
、

素
材
を
始
め
と
す
る
原
則
的
な
仕
様
が
固
定
化
さ
れ

ま
す
。
現
在
の
調
製
規
格
を
形
成
し
て
い
る
現
行『
仕

様
書
』に
お
け
る
技
術
的
な
基
準
と
な
る
骨
格
は
そ

の
多
く
を
こ
の
延
喜
式
に
則
っ
て
い
ま
す
。

因
み
に
装
束
神
宝
の
技
法
技
術
を
規
定
し
て
い
る

現
行
の
調
製
仕
様
が
、現
存
す
る
文
化
財
の
有
す
る

仕
様
の
側
面
と
し
ば
し
ば
並
び
称
せ
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、そ
の
主
な
理
由
は
こ
こ
に
そ
の
一
因

を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

４

元
神
宮
式
年
造
営
庁
技
師
　
釆
野
　
武
朗

神
宮
神
宝
よ
り

紐
解
く

「儀式帳」記載の神宝条文
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宗
像
市
大
島
で
は
大
島
御み

嶽た
け
さ
ん山

遺
跡
出
土
品
以

外
に
も
祭
祀
品
が
発
見
さ
れ
、一
部
は
辺へ

津つ

宮ぐ
う

で
所

蔵
、展
示
し
て
い
る
。そ
れ
ら
の
う
ち『
宗
像
神
社
史
』

『
沖
ノ
島
』に
よ
っ
て
来
歴
が
把
握
で
き
る
も
の
を
中

心
に
紹
介
す
る
。

一
、銀
製
指
輪
と
銅
製
指
輪

中な
か

津つ

宮ぐ
う

の
東
方
台
地
に
あ
た
る
井い

ノの

浦う
ら

川が
わ

流
域
で

採
集
。
指
輪
二
点
と
と
も
に
滑か

っ

石せ
き

製
舟ふ

な

形が
た

・
円え

ん

板ば
ん

、

土
師
器
、須
恵
器
な
ど
も
発
見
さ
れ
た
。『
沖
ノ
島
』

に
よ
れ
ば
、銀
製
指
輪
は
内
径
一・七
二㎝
、厚
さ
一
・

二㎜
、環
高
四・五㎜
。
正
面
に
花
形
の
装
飾
板
を
鑞ろ

う

付づ
け

し
て
い
る
。
銅
製
指
輪
は
一
部
が
欠
失
、内
径
一
・

九
三㎝
、厚
さ
一・二㎜
、環
高
七
～
七・四㎜
。
表
面
に

九
段
の
斜し

ゃ

交こ
う

霰あ
ら
れ

文も
ん

が
陽
鋳
さ
れ
て
い
る
。
沖
ノ
島
の

国
家
祭
祀
で
は
金
製
指
輪
が
奉
献
さ
れ
て
お
り
、こ

れ
ら
の
関
係
性
が
注
目
さ
れ
る
。

一
、滑
石
製
舟
形

前
述
の
指
輪
と
採
集
さ
れ
た
舟
形
と
し
て『
沖
ノ

島
』で
は
首
尾
を
欠
失
す
る
一
点
が
把
握
で
き
る
。

現
在
長
は
七㎝
、中
央
幅
二・九㎝
、高
二㎝
。
本
品
の

ほ
か
に『
沖
ノ
島
』で「
中
津
宮
付
近
出
土
」と
し
て

掲
載
の
舟
形
二
点
が
あ
る
。両
者
の
関
係
性
は
不
明
。

一
、硬
玉
製
丁
字
頭
勾
玉

昭
和
三
二
年
に
大
島
小
学
校
校
庭
で
採
集
。

一
、滑
石
製
子こ

持も
ち

勾ま
が
た
ま玉

当
社
所
蔵
で
は
な
い
が
中
津
宮
境
内
採
集
品
と
さ

れ
る
。か
つ
て
誤
植
に
よ
り「（
宗
像
市
）大お

お

井い

」出
土

と
さ
れ
、大
場
磐
雄
氏
の
論
考
の
記
述
に
よ
り
宗
像

市
登
り
立
遺
跡（
県
立
宗
像
高
校
付
近
）と
誤
認
さ

れ
て
き
た
。
近
年
、花
田
勝
広
氏
が
検
証
し
、明
治

二
一
年
に
中
津
宮
境
内
か
ら
採
集
し
た
品
と
確
認
。

大
平
茂
氏
の
分
類
で
五
世
紀
後
葉
に
比
定
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
採
集
品
は
、大
島
で
御
嶽
山
山
頂
以
外

に
も
祭
祀
が
行
わ
れ
た
可
能
性
を
示
し
、大
島
で
の

祭
祀
の
展
開
や
、子
持
勾
玉
は
中
津
宮
境
内
で
の
祭

祀
の
開
始
解
明
の
鍵
と
な
り
え
よ
う
。	

（
福
）

神
宝
館
だ
よ
り
９

万
点
ノ
国
宝
収
蔵

八
神宝館だより・造営日記

大
神
宮 

仮
殿
遷
座
祭

去
る
十一月
十
六
日
、沖
津
宮
末
社　

大
神
宮

の
仮
殿
遷
座
祭
が
神
職
五
名
奉
仕
の
も
と
斎
行
さ

れ
た
。

大
神
宮
の
御
修
復
を
終
え
た
後
、本
年
度
中
に

沖
津
宮
の
御
修
復
に
取
り
掛
か
る
予
定
で
あ
る
。

造
営
日
記
38

銀製指輪

銅製指輪



ひ
つ
ぢ
穂
は
青
き
か
う
べ
を
垂
れ
て
を
り
仲
秋
の
月
迎
ふ
る
ゆ
ふ
べ	

佐
々
木
和
彦

収
穫
を
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
青
い
ひ
つ
ぢ
穂
に
目
を
止
め
た
作
者
。
名
月
の
下
の
哀
愁
。

オ
ス
プ
レ
イ
基き

地ち

照て

ら
す
は
仲
秋
名
月
寂
し
民
の
反
対	

秋
𠮷　
嘉
範

住
民
に
共
感
す
る
作
者
か
。〈
住
民
の
反
対
を
よ
そ
に
仲
秋
の
月
は
照
ら
せ
り
オ
ス
プ
レ
イ
基
地
〉。

梅
の
木
で
つ
く
つ
く
法
師
鳴
き
終
え
て
チ
ッ
と
声
か
け
西
へ
飛
び
去
る	

萩
原　
　
勉

西
方
浄
土
を
思
わ
せ
る
結
句
が
良
い
。〈
鳴
き
終
え
し
つ
く
つ
く
法
師
木
の
幹
で
ヂ
ッ
と
声
た
て
～
〉。

死
に
至
る
哀
へ
知
ら
ず
曾ひ

孫こ

六
人
吾
れ
米
寿
も
諾
ひ
て
を
り	

豊
田
ミ
ツ
子

米
寿
の
幸
せ
な
作
者
。〈
曽ひ

孫こ

六
人
得
て
わ
れ
米
寿
を
迎
え
た
り
死
に
至
る
ほ
ど
の
衰
へ
も
無
く
〉。

背
を
正ま
さ

に
足
も
な
る
だ
け
伸
ば
し
寝
る
呪
文
と
な
る
や
さ
あ
さ
眠
ろ
う	

山
本　
静
子

就
寝
儀
式
の
歌
。〈
背
を
正
し
足
も
な
る
だ
け
伸
ば
し
寝
る
「
さ
あ
さ
眠
ろ
う
」
呪
文
と
な
え
て
〉。

高
宮
に
う
ご
く
藪
蚊
も
鴉
ら
も
世
界
遺
産
の
顔
に
な
り
ゆ
く	

山
﨑　
公
俊

一
読
し
笑
っ
て
し
ま
っ
た
。
世
界
遺
産
に
住
む
蚊
や
鴉
も
風
格
を
持
つ
と
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
。

国
や
ぶ
れ
子
づ
れ
引
揚
げ
な
す
ち
か
ら
今
に
つ
づ
き
て
百
歳
の
母	

北
野
カ
ズ
ミ

力
強
く
生
き
た
百
歳
の
母
が
す
ば
ら
し
い
。
初
句
か
ら
〈
敗
戦
時
子
を
連
れ
引
き
揚
げ
せ
し
～
〉
と
。

道
ば
た
に
空
地
に
白
き
野
の
花
の
ご
と
く
菲
の
花
咲
き
ひ
ろ
が
り
ぬ	

吉
崎
美
沙
子

目
立
た
な
い
韮
の
花
を
愛
で
る
作
者
。
韮
は
鑑
賞
用
で
は
な
い
の
で
野
の
花
の
比
喩
は
再
考
を
。

敬
老
の
祝
ひ
に
集
ひ
し
面
々
の
表
情
明
る
く
膳
を
前
に
座
す	

森　
　
龍
子

敬
老
の
日
の
お
祝
い
会
の
明
る
さ
が
良
い
。
結
句
は
〈
膳
に
着
き
を
り
〉
く
ら
い
で
良
い
。

雨
上
が
り
す
そ
野
に
雲
の
ベ
ー
ル
巻
き
青
き
福
智
は
秋
の
貴
婦
人	
本
田
エ
リ
ナ

絵
画
的
に
詠
ま
れ
た
福
地
山
が
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
で
美
し
い
。
四
句
は
字
余
り
で
も
福
地
山・

と
入
れ
て
。

御
座
船
を
守
り
て
進
む
船
団
の
大
漁
旗
が
潮
風
に
舞
う	
杉
田　
禮
子

み
あ
れ
祭
の
景
。
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
〈
大
漁
旗
ひ
る
が
え
し
つ
つ
進
み
ゆ
く
御
座
船
守
る
漁
船
の
船
団
〉。

草
む
ら
に
細
ぼ
そ
と
鳴
く
こ
ほ
ろ
ぎ
の
声
を
聞
き
つ
つ
電
車
待
ち
お
り	

大
和
美
由
紀

晩
秋
ら
し
い
季
節
感
の
あ
る
一
首
。
四
句
〈
～
聞
き
を
り
電
車
待
ち
つ
つ
〉
と
し
た
い
。

う
ら
お
も
て
見
せ
つ
つ
散
る
に
ま
だ
早
し
葉
い
ろ
多
彩
な
南
京
櫨
は

寄
せ
か
へ
す
玄
界
の
浪
の
置
手
紙
な
ぎ
さ
に
散
り
ぼ
ふ
し
ろ
き
貝
殻

◆ 

選 
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歌会詠草　御造営奉賛者御芳名

宗
像
大
社
歌
会
詠
草
■
大
西
晶
子
選　
■
毎
月
25
日
〆
切

第
６
７
６
回

　

御
造
営
奉
賛
者
御
芳
名
（
平
成
二
十
九
年
十
月
） 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

京
都
市	

千　
　
宗
左	

五
〇
、〇
〇
〇
円

静
岡
市	

加
藤
よ
し
江

比
企
郡	

野
口　
本
和

福
岡
市	

中
野　
　
眞

福
岡
市	

中
野　
芳
子	

三
〇
、〇
〇
〇
円

熊
本
市	

佐
藤　
拓
司

宗
像
市	

中
野　
　
順

宗
像
市	

集　
栄　
堂

横
浜
市	

大
和
田
全
彦

二
〇
、〇
〇
〇
円

福
津
市	

今
丸　
　
滇	

一
〇
、〇
〇
〇
円

金
沢
市	

梶
谷　
晋
弘

金
沢
市　
　

  

藤
田
戦
略
研
究
会

川
崎
市	

片
山　
雄
介

久
留
米
市	

緒
方　
翔
馬

豊
中
市	

西
村　
将
彦

福
岡
市　

  

野
村 

喜
秋
・
美
由
紀

福
岡
市	

栗
原　
秀
利

宗
像
市	

松
浦　
朋
子

五
、〇
〇
〇
円

明
石
市	

福
崎　
　
剛

朝
倉
市	

矢
野　
宙
之

朝
倉
市	

三
浦　
起
幹

足
立
区	

俵　
　
澄
江

飯
塚
市	

内
田　
幸
洋

糸
島
市	

原
田　
和
也

大
牟
田
市	

後
藤
八
重
子

大
牟
田
市	

後
藤　
勝
義

鹿
島
市	

髙
木
美
和
子

春
日
部
市	

副
島　
博
之

葛
飾
区	

大
山　
高
令

北
九
州
市	

小
林　
静
夫

北
九
州
市	

加
藤　
昌
和

北
九
州
市	

嘉
茂　
真
人

佐
世
保
市	

松
瀬　
敏
章

品
川
区	

原
田　
秀
美

渋
谷
区	

新
保　
健
介

世
田
谷
区	

岩
下　
麻
里

鳥
栖
市	

久
原　
大
介

豊
中
市	

森　
　
　
仁

長
浜
市	

前
川　
重
子

練
馬
区	

岩
渕　
敬
三

阪
南
市	

山
中
富
士
夫

広
島
市	

木
村　
路
子

広
島
市	

木
村　
幸
子

福
岡
市	

西
山　
倫
代

福
岡
市	

橋
村　
嗣
彦

福
岡
市	

奥　
三
雅
子

松
阪
市	

地
主
久
美
子

三
鷹
市	

富
樫　
亜
純

横
浜
市	

大
成　
克
弘

輪
島
市	

八
井　
汎
親	

三
、〇
〇
〇
円

大
阪
市	

福
地　
昭
義

春
日
市	

進　
ま
ゆ
み

春
日
市	

野
村　
光
輝

北
九
州
市	

溝
田　
武
子

二
、〇
〇
〇
円

阿
蘇
郡	

本
田　
幸
則

阿
蘇
市	

林　
　
秀
峰

糸
島
市	

髙
木　
長
道

宇
部
市	

松
永
恵
美
子

大
分
市	

中
野　
惠
子

遠
賀
郡	

宮
川
津
由
子

遠
賀
郡	

松
永　
文
孝

嘉
穂
郡	

吉
貝　
浩
美

熊
本
市	

本
田　
和
寿

江
東
区	

本
村
奈
津
紀

神
戸
市	

坂
東　
大
輔

佐
世
保
市	

片
岡　
　
聡

渋
谷
区	

柳
澤　
和
香

多
摩
市	

加
藤　
里
実

筑
紫
野
市	

野
村　
利
孝

名
古
屋
市	

鬼
頭　
雅
和

東
久
留
米
市	

齋
藤　
龍
平

福
岡
市	

今
村　
裕
幸

福
岡
市	

今
村　
光
秀

福
岡
市	

小
川　
雅
弘

福
津
市	

辻　
　
勝
政

三
島
郡	

原　
　
秀
雄

行
橋
市	

原
口　
七
重
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気
づ
け
ば
も
う
師
走
▼
こ
の

一
年
、「
宗
像
」
に
と
っ
て
、
歴
史
・
記
憶
に
残

る
年
で
あ
っ
た
。
七
月
に
は
世
界
文
化
遺
産
登
録
。

先
人
た
ち
よ
り
受
け
継
い
だ
信
仰
・
文
化
・
歴
史

を
守
り
続
け
て
き
た
地
元
の
努
力
が
実
っ
た
瞬
間

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
十
月
に
は
全
国
豊
か
な
海
づ

く
り
大
会
福
岡
大
会
が
宗
像
で
開
催
さ
れ
、
有
史

以
来
、
初
め
て
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
ご
参
拝
を

賜
っ
た
。
総
務
・
広
報
課
と
し
て
、
様
々
な
場
面

に
携
わ
り
、
ま
た
神
主
と
し
て
二
度
と
な
い
経
験

が
で
き
た
▼
激
動
の
一
年
を
振
り
返
り
新
し
い
年

へ
の
思
い
を
巡
ら
せ
つ
つ
、
正
月
を
迎
え
る
準
備

を
進
め
た
い
▼
残
り
一
カ
月
皆
様
お
体
に
気
を
付

け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
来
年
も
社
報

「
む
な
か
た
」
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
黒
）

編
集
後
記

12月 まつりごよみ
─────────────────────────────
１ 日	 総社月次祭	 午前11時
	 引続き  高宮祭、	第二宮第三宮祭
	 宗像護国神社祭　
─────────────────────
15日	 総社月次祭	 午前11時
	 引続き  高宮祭、	第二宮第三宮祭
─────────────────────
17日	 古式祭	 午前 6 時
	 御座	 午前 6 時30分
	 鎮火祭	 午前10時
─────────────────────
19日	 松尾神社祭	 午前11時
─────────────────────
23日	 天長祭	 午前11時
─────────────────────
31日	 大祓式	 午後 3 時
	 引続き  除夜祭
─────────────────────
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